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【研究の概要と特徴】 

電力変換回路で発生する電磁ノイズの低減を低コストで実現するための設計手法

の確立を目的としている。電磁ノイズを予測するための線形等価回路モデルを構築

し、特に低減設計が難しいコモンモードノイズの効率的な低減設計を実現する。 

現在、電子レンジや IH 調理器を試験対象とし、線形等価回路モデルの構築法およ

びモデルの有効性について検討している。 

 

【産業界へのアピールポイント】 

一般に家電製品の電磁ノイズ対策（EMC 対策）は製品試作後に実施され、電磁ノイ

ズを規制レベル以下に抑制するために対策部品を追加し、それが製品コストを押し上

げている。この点に対し、我々の提案手法は次の効果が期待できる。 

製品開発コストの削減 

提案する設計手法を製品設計の初期段階で適用することにより、試作前に EMC 対

策を実施でき、その結果、設計の出戻りリスクを大きく低減できる。 

電磁ノイズの「見える化」 

電磁ノイズ、中でもコモンモードノイズは様々な要因が重なって発生する。そのため

発生原因を特定するのが容易ではない。本手法はコモンモードの発生機構を線形等

価回路としてモデル化する。その結果、発生機構が可視化され、発生原因の特定が

容易となる。 

【想定される用途】 

 省エネ家電 （電子レンジ、IH 調理器、薄型テレビ等） 

 ハイブリッド車、電気自動車 

 スマートグリッド 

【特許等知的財産】 
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